
平成 29年 3 月

公園利用者の利便性を高める公園整備の推進

公園利用者の利便性を高める公園整備の推進 安芸市

・西八幡公園の年間利用者数を26,500人（H23末）から28,000人（H28末）に増加。

－ 中間評価： － 、事後評価：平成29年3月

安芸市ホームページ

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度）

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

1-A-1 公園 一般 安芸市 直接 都市公園等事業（西八幡公園） 746 111 －

合計 746 111

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接
種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計 0

番号

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28
1-C-1 公園 一般 安芸市 直接 1 0

合計 1 0

番号

1-C-1 （1-A-1関係）西八幡公園の都市公園事業と一体となり施設案内板を設置することにより、利用者の利便性の向上を図る。

個別施設
計画

策定状況

備考

備考
全体事業費
（百万円）

備考

安芸市

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容
市町村名

要素となる事業名

一体的に実施することにより期待される効果

事業者番号

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1百万

野球場改築（1.8ha）

効果促進事業費の割合

要素となる事業名
事業者

747百万 Ａ Ｂ

番号

要素となる事業名

交付対象事業

安芸市

事業者

（延長・面積等）

市町村名
港湾・地区名

事業実施期間（年度）

746百万

社会資本総合整備計画 事後評価書

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称

交付対象

安芸市の西八幡公園の既存施設（野球場等）の拡張・改築を行い、野球場の利用者の増及び利便性を高めることで、公園利用者の利用促進、健康増進・憩いの場の創出を図ります。

備考
最終目標値中間目標値当初現況値

事業内容

　　計画の成果目標（定量的指標）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

　　定量的指標の定義及び算定式

Ｃ0百万

 西八幡公園の利用者数

事後評価の実施時期

（H28末）

計画の期間
計画の目標

（H23末）

26,500人 28,000人

西八幡公園施設整備事業

―

0.1%

市町村名
（事業箇所）

全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

○事後評価の実施体制、実施時期

事　後　評　価

事後評価（中間評価）の実施体制

公表の方法

定量的指標に関連する残事業については、平成29年度～平成32年度を計画期間とする「総合防災拠点機能を高める公園整備の推進（防災・安全）」により、事業を継続実施していく。

安芸市 公園施設案内板の設置

27,274人

１．交付対象事業の進捗状況

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ　定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況 園路拡幅や周辺整備等により、利用者の安全性の向上が図られた。

指標①公園利用者数
最終目標値 28,000人 目標値と実績値

に差が出た要因
各大会等との日程調整のため、計画期間内では、野球場の周辺整備工事のみを実施したため。

最終実績値

安芸市

Ⅲ　定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況 　－

３．特記事項（今後の方針等）

実績事業費
（百万円）

実績事業費
（百万円）

実績事業費
（百万円）

備考

備考

Ⅱ　定量的指標の達成状況



（参考資料）

計画の名称 公園利用者の利便性を高める公園整備の推進

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 安芸市交付対象

1-A-1 都市公園等事業（西八幡公園）

安芸市営球場

雨天練習場

駐車場

駐車場

安芸ドーム

補助グラウンド


